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開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

休

館

日

月
曜
日

養
蚕
機
織
図
胴
幕

安
永
４
年
（
１
７
５
５
）

滋
賀
県
・
大
津
祭
旧
神
楽
山
堅

田
町
自
治
会
蔵 ３月議会が開会

養養
蚕蚕
機機
織織
図図
展展

平
成
１４
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
今
日
１１
日
に
開
会
さ
れ
ま
す
。

今
議
会
に
は
、
平
成
１４
年
度
一
般
会
計
予
算
を
始
め
５２
議
案
が
上
程
さ

れ
ま
す
。
議
案
の
内
訳
は
、
予
算
１９
件（
平
成
１３
年
度
補
正
予
算
９
件
、

１４
年
度
当
初
予
算
１０
件
）、
条
例
２１
件
、
市
道
の
認
定
・
廃
止
・
変
更

３
件
、
そ
の
他
９
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
期
は
今
月
２９
日
ま
で
で
す
。

平
成
１４
年
度
の
当
初
予
算
は
一
般
会

計
が
１
０
８
２
億
９
４
０
０
万
円
、
特

別
会
計
が
９
６
０
億
３
９
０
０
万
円

で
、
総
予
算
額
は
２
０
４
３
億
３
３
０

０
万
円
で
す
。

平
成
１４
年
度
の
当
初
予
算
は
、
２
月

に
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
関
係
で
骨
格

予
算
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
の
当
初

予
算
と
比
較
し
て
、
一
般
会
計
が
１３
億

９
８
０
０
万
円
の
減
、
特
別
会
計
を
含

め
た
総
計
で
は
１７
億
４
０
０
万
円
の
減

額
で
、
そ
れ
ぞ
れ
１
・
３
％
、
０
・
８

％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の

歳
入
は
、
市
税
が
６
３
４
億
３
７
１
０

万
円
（
５８
・
６
％
）、
国
庫
支
出
金
９６

億
１
０
９
５
万
３
千
円（
８
・
９
％
）、

都
支
出
金
９３
億
５５
万
円
（
８
・
６
％
）

な
ど
。
一
方
歳
出
で
は
、
民
生
費
が
ト

ッ
プ
で
３
３
１
億
３
５
９
４
万
２
千
円

（
３０
・
６
％
）、
以
下
、
教
育
費
２
０

２
億
８
８
４
４
万
円
（
１８
・
７
％
）、

土
木
費
１
５
７
億
５
６
８
６
万
１
千
円

（
１４
・
５
％
）、
総
務
費
１
３
１
億
７

５
７
３
万
７
千
円
（
１２
・
２
％
）、
衛

生
費
１
１
２
億
８
５
７
７
万
４
千
円

（
１０
・
４
％
）の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１４
年
度
の
当
初
予
算
に
計
上
さ

れ
て
い
る
科
目
別
の
主
な
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
（
１
万
円
未
満
は
切
り
捨

て
）。

【
総
務
費
】

本
庁
舎
耐
震
補
強
工
事
費
な
ど
の
庁

舎
維
持
管
理
費
（
８
億
１
４
９
８
万

円
）、
町
田
市
民
ホ
ー
ル
耐
震
補
強
及

び
改
修
工
事
費
な
ど
の
市
民
ホ
ー
ル
費

（
７
億
４
７
３
０
万
円
）、
戸
籍
総
合

シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
移
行
委
託
料
な
ど
の

情
報
化
対
策
費
（
２１
億
２
９
１
０
万

円
）、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得
事

業
費
な
ど
の
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

（
３
２
１
４
万
円
）
な
ど

【
民
生
費
】

成
瀬
駅
・
玉
川
学
園
前
駅
の
エ
レ
べ

ー
タ
ー
等
整
備
事
業
補
助
金
な
ど
の
福

祉
総
務
事
務
費
（
２
億
５
７
０
７
万

円
）、
社
会
福
祉
法
人
す
み
れ
福
祉
会

（
仮
称
）
花
の
郷
施
設
整
備
費
等
補
助

金
及
び
小
規
模
作
業
所
等
運
営
費
補
助

金
な
ど
の
心
身
障
害
者
援
護
費
（
２０
億

４
６
２
０
万
円
）、
高
齢
者
福
祉
施
設

整
備
工
事
費
及
び
（
仮
称
）
能
ケ
谷
東

部
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
費
補
助
金
な

ど
の
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
費

（
７
億
４
３
０
６
万
円
）、
乳
幼
児
医

療
費
助
成
費
（
都
制
度
・
市
制
度
）
な

ど
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
費
（
５
億
７

４
８
１
万
円
）、
病
後
児
保
育
事
業
委

託
料
（
き
き
ょ
う
保
育
園
・
小
野
路
保

育
園
分
園
・
は
や
し
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
な

ど
の
病
後
児
保
育
事
業
費
（
３
１
４
４

万
円
）、
認
証
保
育
所
運
営
費
（
３
５

５
２
万
円
）、
子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事
業
委
託

料
の
子
ど
も
在
宅
サ
ー
ビ
ス
支
援
事
業

費
（
８
５
３
万
円
）、
わ
か
ば
保
育
園

運
営
委
託
料
な
ど
の
市
立
保
育
園
運
営

委
託
事
業
費（
１
億
１
６
７
０
万
円
）、

（
仮
称
）
上
三
輪
保
育
園
施
設
整
備
費

補
助
金
な
ど
の
保
育
所
整
備
補
助
事
業

費
（
２
６
２
６
万
円
）、（
仮
称
）
森
野

三
丁
目
保
育
所
整
備
事
業
費
（
７
５
３

１
万
円
）、（
仮
称
）
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
等
整
備
工
事
費
な
ど
の
（
仮

称
）
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備

費
（
１
億
６
４
１
１
万
円
）、（
仮
称
）

南
成
瀬
小
内
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
新
築
工

事
費
な
ど
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
運
営
費

（
４
億
５
８
２
４
万
円
）、（
仮
称
）
鶴

川
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
基
本
設
計
委
託
料

な
ど
の
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
建
設
費
（
３

０
０
万
円
）
な
ど

【
衛
生
費
】

金
森
峰
山
緑
地
購
入
費
な
ど
の
緑
地

保
全
費
（
１
億
８
８
１
３
万
円
）、
天

然
ガ
ス
充
填
設
備
設
置
工
事
費
及
び
塵

芥
収
集
車
購
入
費
な
ど
の
塵
芥
収
集
費

（
２
億
３
２
０
４
万
円
）
な
ど

【
農
林
費
】

活
力
あ
る
農
業
経
営
育
成
事
業
補
助

金
な
ど
の
都
市
農
業
対
策
費
（
２
２
５

１
万
円
）
な
ど

【
商
工
費
】

町
田
市
元
気
を
出
せ
商
店
街
事
業
補

助
金
及
び
商
店
街
活
性
化
推
進
事
業
補

助
金
な
ど
の
事
業
助
成
費
（
１
億
７
３

８
万
円
）、中
小
企
業
融
資
利
子
補
給
金

な
ど
の
金
融
対
策
費
（
１２
億
４
１
６
２

万
円
）、さ
く
ら
祭
り
負
担
金
な
ど
の
さ

く
ら
祭
り
費（
１
９
０
０
万
円
）な
ど

【
土
木
費
】

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
補
修
及
び

改
修
工
事
費
な
ど
の
道
路
維
持
費
（
３

億
７
０
９
４
万
円
）、
相
原
駅
自
由
通

路
及
び
橋
上
駅
舎
化
工
事
委
託
料
な
ど

の
道
路
新
設
改
良
費（
１２
億
１５
万
円
）、

鶴
川
駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計
繰

出
金（
９
億
９
６
２
１
万
円
）、
３
・
４

・
１１
号
線（
原
町
田
）外
４
路
線
等
道
路

築
造
工
事
費
な
ど
の
都
市
計
画
道
路
築

造
事
業
費（
１６
億
７
３
１
２
万
円
）、
公

園
等
用
地
購
入
費
な
ど
の
公
園
緑
地
整

備
費
（
６
億
５
３
４
８
万
円
）
な
ど

【
消
防
費
】

消
防
器
具
置
場
建
設
工
事
費
な
ど
の

消
防
施
設
整
備
費（
１
億
１
８
０
万
円
）

な
ど

【
教
育
費
】

（
仮
称
）
相
原
・
小
山
地
区
小
学
校

基
本
設
計
・
実
施
設
計
委
託
な
ど
の
学

校
施
設
整
備
費
（
１１
億
７
０
６
７
万

円
）、
適
正
配
置
校
舎
改
造
工
事
設
計

委
託
な
ど
の
学
校
適
正
配
置
事
業
費

（
１０
億
４
１
６
４
万
円
）、
公
民
館
保

留
床
購
入
費
及
び
内
装
工
事
費
な
ど
の

公
民
館
移
転
事
業
費
（
３２
億
６
６
３
６

万
円
）、
知
的
障
害
者
サ
ッ
カ
ー
世
界

選
手
権
大
会
支
援
事
業
委
託
料
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
事
業
費
（
５
１
２
５
万
円
）

な
ど

条

例

案

�１
地
方
自
治
法
第
１４
条
第
２
項
の
改

正
に
伴
い
、
施
設
使
用
権
の
譲
渡
・
転

貸
の
禁
止
条
項
を
規
定
す
る
�２
各
地
域

セ
ン
タ
ー
を
使
用
す
る
際
、
保
育
室
と

し
て
同
時
に
使
用
す
る
部
屋
は
無
料
と

す
る
�３
三
輪
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
伴

い
、
施
設
の
名
称
を
規
定
す
る
「
町
田

市
地
域
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」、
地
域
に
お
い
て
子
ど
も

と
家
庭
に
関
す
る
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
子
ど
も
が
い
る
家
庭
の
あ

ら
ゆ
る
相
談
に
対
応
す
る
セ
ン
タ
ー
を

設
立
す
る
「
町
田
市
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
条
例
」、
町
田
市
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
に
地
域
型
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
基
幹
型
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
１
か
所
加

え
る
た
め
に
改
正
す
る
「
町
田
市
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」、
現
在
建
設
中
の
原
町

田
六
丁
目
再
開
発
ビ
ル
内
に
公
民
館
が

移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
名
称
の
改
正

や
使
用
料
等
の
改
正
を
行
う
「
町
田
市

公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
な
ど
で
す
。

は
た

蚕
を
飼
い
、
機
を
織
る
こ
と
は
、『
古

事
記
』
な
ど
の
神
話
に
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
我
が
国
で
は
古
く
か
ら
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
町
田
市
域
に
お
い

て
も
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
・
大

正
時
代
に
か
け
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
展
示
で
は
、
蚕
を
飼
い（
養

蚕
）
機
を
織
る
（
機
織
）
様
子
を
描
い

た
絵
画
作
品
等
６９
件
、
約
１
０
０
点
を

紹
介
し
ま
す
。よう
さ
ん
き
し
ょ
く
ず

我
が
国
の
養
蚕
機
織
図
は
、
お
よ
そ

室
町
時
代
ご
ろ
か
ら
描
か
れ
始
め
ま

す
。
最
初
は
中
国
の
養
蚕
機
織
図
の
模

倣
か
ら
始
ま
り
、
や
が
て
江
戸
時
代
に

な
り
日
本
独
自
の
も
の
が
生
ま
れ
ま

す
。
当
館
蔵
の
「
養
蚕
機
織
図
屏
風
」

は
江
戸
時
代
初
期
ご
ろ
の
作
品
と
さ

れ
、
中
国
の
養
蚕
機
織
図
を
写
し
た
も

の
で
、
登
場
人
物
も
唐
風
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。
同
じ
く
当
館
蔵
の
「
た
は
ら

か
さ
ね
耕
作
絵
巻
」
も
江
戸
時
代
初
期

ご
ろ
の
作
品
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
和
風

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
巻
は
、

皇
子
や
大
名
の
子
女
に
農
業
の
辛
苦
をかん

教
え
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
鑑

か
い
が

戒
画
と
い
い
ま
す
。

十
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
浮
世
絵
が

盛
ん
に
作
ら
れ
、
喜
多
川
歌
麿
な
ど
に

養
蚕
機
織
図
の
美
人
画
が
あ
り
ま
す
。

養
蚕
機
織
図
は
絵
画
ば
か
り
で
な
く
、

や
ま
ぼ
こ

つ
づ
れ
お
り

京
都
祇
園
祭
の
山
鉾
の
水
引
に
綴
織

で
織
ら
れ
た
も
の
や
、
滋
賀
大
津
祭
の

だ

し

し

し
ゅ
う

山
車
の
水
引
に
刺
繍
で
作
ら
れ
た
も

の
が
あ
り
ま
す
。

明
治
に
な
る
と
皇
室
で
皇
后
が
養
蚕

を
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
様
子
を
描

い
た
錦
絵
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
館
下
さ
い
。

◇

○
交
通

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
１
番
乗

り
場
か
ら
「
藤
の
台
団
地
」
行
き
バ
ス

で「
市
立
博
物
館
前
」下
車
、徒
歩
５
分

�問
市
立
博
物
館
�
７
２
６
・
１
５
３
１

たはらかさね耕作絵巻（部分）
江戸時代初期 町田市立博物館蔵

本紙は古紙配合率１００％・白色度７０％再生紙を使用しています。ごみの減量と資源化にご協力を

� 市市のの将将来来都都市市像像

多摩丘陵にはばたく
市 民 文 化 都 市

市 立
博物館

�７２６・１５３１

〜
４
月
７
日（
日
）

新年度予算など５２議案を審議

選
挙
の
関
係
で
骨
格
予
算
を
上
程

会
期
は
今
月
２９
日
ま
で

３／１１２００２年
（平成１４年）

第１３２０号


